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日
蓮
聖
人
は
貞
応
元
年
（
一
，
二
二

二
年
）
本
年
よ
り
数
え
て
七
九
〇
年
前

二
月
十
六
日
、
安
房
国
東
条
郷
小
湊
（
千

葉
県
鴨
川
市
）
の
漁
夫
の
家
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
お
生
ま
れ
に
成
ら
れ
た
時
、

海
辺
に
は
時
な
ら
ぬ
蓮
の
花
が
咲
き
、

泉
が
湧
き
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
十
二
歳
の
時
、
天
台
宗
の
名
刹
清

澄
寺
に
登
り
、
道
善
房
と
い
う
お
師
匠

様
の
も
と
で
、
教
育
を
受
け
、
十
六
歳

の
時
、
正
式
に
出
家
を
す
る
た
め
の
得

度
の
式
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
名
前

を
蓮
長
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

清
澄
寺
で
勉
学
に
励
む
日
々
を
過
ご

し
ま
し
た
が
、
仏
教
を
勉
強
す
る
う
ち

に
様
々
な
疑
問
が
若
い
聖
人
の
心
に
湧

い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
疑
問
を
解
決
す 

 

       
 

 

る
に
は
人
智
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

し
、
清
澄
寺
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩

（
こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
）

に
向
か
っ
て
「
日
本
第

一
の
智
者
と
な
ら
し
た
ま
え
」
と
必
死
の

祈
り
を
捧
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
日
本
第
一

の
知
恵
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
疑
問
の
解
決
を
期
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

こ
う
し
て
勉
学
が
進
む
に
つ
れ
、
さ
ら
に

深
く
勉
学
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、

鎌
倉
に
出
て
学
び
ま
し
た
が
、
日
蓮
聖
人

に
と
っ
て
、
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
清

澄
寺
に
帰
り
、
改
め
て
比
叡
山
延
暦
寺
へ

の
遊
学
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。 

 

比
叡
山
は
、
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
天

台
法
華
宗
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
伝
教
大

師
最
澄
が
開
い
た
お
寺
で
、
京
都
の
東
北

に
ほ
ど
近
く
、
静
か
で
修
行
に
適
し
た
霊

地
で
す
。
現
在
日
本
の
各
宗
派
を
開
か
れ

た
開
祖
の
方
々
は
、
全
て
こ
の
比
叡
山
で

勉
学
さ
れ
た
の
で
す
。
聖
人
が
学
ん
だ
の

は
、
横
川
の
定
光
院
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら 

 

         

れ
て
お
り
、
現
在
そ
れ
を
記
念
す
る
法
華

堂
と
日
蓮
聖
人
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
横
川
定
光
院
を
中
心
に
京
都
・
奈

良
な
ど
の
諸
大
寺
で
万
巻
の
書
を
読
み
、

多
く
の
学
者
と
討
論
す
る
な
ど
、
一
心
不

乱
に
修
行
し
た
結
果
、
末
法
の
衆
生
（
現

在
の
我
々
）
を
救
う
教
え
は
「
法
華
経
」

の
信
仰
以
外
に
な
い
と
い
う
確
信
を
得
た

の
で
す
。
お
釈
迦
樣
の
お
説
き
に
な
ら
れ

た
全
て
の
教
え
の
中
で
も
、
こ
の
法
華
経

こ
そ
が
唯
一
の
民
衆
救
済
の
直
道
（
じ
き
ど

う
）

で
、
善
の
中
の
大
善
で
あ
る
と
確
信
さ

れ
た
日
蓮
聖
人
は
、
真
の
法
華
経
流
布
（
る

ふ
）

の
使
命
を
胸
に
比
叡
山
を
下
り
ら
れ
た

の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
号
に
続
く
。 

 

 

 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「人生ハンド仏句」 
と打ち込んで頂けば、

ホームページにつなが

ります。 
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日
蓮
聖
人
の
生
涯 



ｄｅ 

 

◎
春
季
お
彼
岸
法
要 

・
三
月
二
十
日
（
火
） 

・
午
前
十
時
半 

・
午
後
一
時 

お
給
仕(

お
講)

当
番
は
、
経
田
・
本
新

地
区
の
方
々
で
す
。 

ど
う
ぞ
宜
敷
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

◎
端
彼
岸 

・
三
月
二
十
三
日
（
金
） 

・
午
後
一
時
半 

お
参
り
終
了
後
、
皆
さ
ん
で
ぼ
た

餅
を
頂
き
ま
し
ょ
う
ね
！ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

  

 

◎
水
子
供
養
会 

・
毎
月
十
三
日 

 
 

・
午
後
一
時
半
～ 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
！ 

 

◎
唱
題
行
脚 

・
毎
月
二
十
八
日 

・
午
後
一
時
半
よ
り
三
時
半
頃
ま
で 

 

先
月
は
、
雪
模
様
で
し
た
が
、
行
脚
中
は
お

陰
様
で
、
お
日
様
が
顔
を
覗
か
せ
る
ほ
ど
の

良
い
お
天
気
に
な
り
、
気
持
ち
よ
く
回
っ
て

来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

先
月
の
参
加
者 

谷
川
寛
敬
・
伊
藤
宗
治
・
髙
木
昶
・ 

土
居
可
久
子
・
高
円
富
美
子
・
谷
川
久
仁
子 

 

※
お
休
み
で
す 

「法
華
経 

寺
子
屋
」 

五
月
か
ら
開
講
予
定
な
の
で
、
皆
様 

お
楽
し
み
に
！ 

 

 
 

 

ラ
ニ
・
フ
ラ
・
ホ
ア 

 

 

 

ご 
 

招 
 

待 
 

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ 

Ｉ
Ｎ 

Ｕ
Ｏ
Ｚ
Ｕ 

 

来
る
三
月
三
日
（
土
）
新
川
文
化
ホ
ー
ル

（
小
ホ
ー
ル
）
に
て
、
十
三
時
～
十
五
時

ま
で
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
御
座
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
キ
ャ
ッ
ト
（
世
界
唯
一
の
女
性
メ

ン
バ
ー
の
み
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー

プ
）
の
ス
テ
ー
ジ
。
又
、
影
絵
有
り
、
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ

り
、
そ
し
て
、
ラ
ニ
・
フ
ラ
・
ホ
ア
の
金

山
谷
、
魚
津
教
室
の
フ
ラ
の
発
表
。
簡
単

な
フ
ラ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
致
し
ま
す
。 

お
時
間
が
許
す
方
は
、
足
を
お
運
び
下
さ

い
。 

   

未
来
へ
向
け
た
鎮
魂
と 

絆
コ
ン
サ
ー
ト 

 

三
月
十
一
日
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

交
流
ホ
ー
ル
に
て
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル 

『
海
の
見
え
る
ホ
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
』 

落
成
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。 

そ
ち
ら
で
、
副
住
職
も
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス 

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
致
し
ま
す
。 

そ
の
同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
、
私
達
ラ
ニ
・ 

フ
ラ
・
ホ
ア
も
「
ア
ロ
ハ
の
心
が
届
き 

ま
す
よ
う
に
！
」
と
有
志
十
三
名
が
、 

現
地
に
向
か
い
踊
っ
て
参
り
ま
す
。 

一
人
の
力
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、 

こ
う
し
て
ご
縁
を
頂
き
、
少
し
ず
つ
絆 

の
輪
が
広
が
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。 

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

 

 


